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研究成果の概要（和文）：熱可塑性樹脂を用いた部分床義歯（ノンメタルクラスプデンチャー）の有効性を明ら
かにすることを目的としてメタルクラスプを用いた部分床義歯と比較する臨床試験を行った．その結果，口腔関
連QoL，患者満足度，審美性についてノンメタルクラスプデンチャーは，メタルクラスプデンチャーよりも優れ
ていることが明らかになった．一方，短期間では義歯の支台歯の歯周組織には義歯装着のよる影響はほとんど認
められなかった．ノンメタルクラスプデンチャー費用対効果はメタルクラスプデンチャーよりも劣っていた．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to conduct a clinical trial to clarify efficacy of
 removable partial dentures (RPDs) using thermoplastic resin (nonmetal clasp denture) comparing to 
metal-clasp retained RPDs. The results revealed that oral-health related OHRQoL, patient 
satisfaction and oral appearance was superior to metal-clasp retained RPDs, while influence of 
wearing nonmetal clasp dentures had limited was limited in short duration. Cost-effectiveness of 
nonmetal clasp dentures was inferior to that of metal-clasp RPDs. 

研究分野：歯科補綴学
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満足度　費用対効果

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年，ノンメタルクラスプデンチャーは見た目のよい義歯として注目されているが，本研究によりその臨床的妥
当性が裏付けられた．さらに，ノンメタルクラスプデンチャーで懸念されている支台歯の歯周組織への為害作用
は短期間であれば問題ないことが示された．ただし，ノンメタルクラスプデンチャーの費用対効果は従来の義歯
よりも劣るため，臨床においては，治療効果だけでなく治療費用も患者に十分に説明をする必要がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年，審美性に対する患者の要求が高まり，歯冠修復処置だけでなく可撤性義歯においても見

た目に配慮する必要性が増している．一方，金属アレルギーへの懸念から，金属を全く使用しな

い補綴治療へのニーズも高まっており，メタルフリー修復を実現するための様々な歯科材料が

開発され臨床応用されている． 

このような背景から，日本において，義歯床用レジンに熱可塑性樹脂を用いて審美領域の歯

に樹脂製のクラスプを設定する，または，金属構造を全く含まないパーシャルデンチャー（ノン

メタルクラスプデンチャー，non-metal clasp denture: NMCD）が，「見た目のよい入れ歯」と

して開業医を中心に急速に普及している．しかしながら，NMCDは，材料特性，設計，適応症，

メンテナンスについて従来のメタルクラスプを用いたパーシャルデンチャー（metal clasp 

denture: MCD）とは異なる点が多く，特に，ノンメタルクラスプデンチャーの使用による支

台歯の歯周組織への為害作用が懸念されている． 

（公社）日本補綴歯科学会は，2008年のガイドライン(1)において，金属を全く使用しない剛性

のない NMCD，いわゆるフレキシブルデンチャーは推奨されないとの見解を示し，2013 年に

は，NMCDの臨床経験のある専門家の意見を基に，NMCDの臨床指針を学会のポジションペー

パー(2)として発表した．その中で，“剛性のない NMCDは，金属アレルギー症例などの特別な

症例を除き，最終義歯として推奨できない．剛性のある NMCDは，審美領域にメタルクラスプ

が走行することを患者が受け入れられない場合に推奨できる．”としている．しかし，これらの

見解は専門家の臨床経験に基づくものであり，臨床研究のエビデンスを根拠とした診療ガイド

ラインとして整備される必要がある．しかしながら，ノンメタルクラスプの臨床エビデンスは限

られており，質の高い臨床研究によるエビデンスが必要とされている(3,4)． 

 

２．研究の目的 

（１）ノンメタルクラスプデンチャーの有効性に関する臨床エビデンスを明らかにする． 

（２）ノンメタルクラスプデンチャーの支台歯の歯周組織への影響を明らかにする． 

 

３．研究の方法 

 大学附属病院に来院した部分歯列欠損を有する被験者を対象として，メタルクラスプを

用いた従来のパーシャルデンチャーを製作するグループ，または熱可塑性樹脂を用いたノ

ンメタルクラスプデンチャーを製作するグループに無作為に割り付けた．義歯治療の前後

に，患者報告アウトカム（口腔関連 QoL，患者満足度，主観的咀嚼能力），歯周組織の状態

（歯肉の炎症，歯周ポケット深さプラーク付着度，動揺度），義歯の状態を評価した．両グ

ループの評価結果を比較することで，メタルクラスプを用いた従来のパーシャルデンチャ

ーに対するノンメタルクラスプデンチャーの有効性，耐久性，費用対効果を分析した． 

 

４．研究成果 

（１）患者報告アウトカム 

ノンメタルクラスプデンチャー，メタルクラスプデンチャーの両群ともに義歯の状態に問

題は発生することなく経過は良好であった．レジンクラスプの破折は生じなかった．ノンメ

タルクラスプデンチャーの口腔関連 QoLと義歯の総合的な患者満足度，審美性，主観的咀

嚼能力スコアはノンメタルクラスプデンチャーが統計的に有意に高かった． 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 口腔関連 QoL 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 患者満足と義歯の評価 

 

（２）支台歯の歯周組織の状態 

義歯の支台歯の状態に関して，どちらの義歯においても義歯装着後にはプラークの付着

度がわずかに増加する傾向が認められたが，歯周ポケット深さには大きな変化はなく歯肉

の炎症は軽度に保たれていた．支台歯の臨床的動揺度について両義歯に差は認めなかった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 支台歯の歯周組織の状態 
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（３）考察 

本研究の結果から，患者の口腔清掃の状態が良好に保たれていれば，ノンメタルクラスプ

デンチャーのレジンクラスプが支台歯の歯周組織に対する歯周病のリスクは限定的である

と考えられた．一方，口腔関連 QoL，患者満足度，審美性をアウトカム指標としたノンメタ

ルクラスプデンチャーの費用対効果は，メタルクラスプデンチャーよりも劣っていた．これ

は，メタルクラスプデンチャーは，レジン床義歯において歯科医療保険給付の対象になるが，

メタルクラスプデンチャーの治療費は私費診療であることが要因として考えられた． 

本研究から，メタルクラスプデンチャーに対するノンメタルクラスプデンチャーの治療

効果の優位性を示すエビデンスが得られた．また，義歯の耐久性と支台歯の歯周組織への影

響はほとんど認められなかった．しかし，これについては，今後継続的なフォローアップに

より検討が必要である． 
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